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は
じ
め
に

　

宮
崎
県
下
に
お
け
る
代
表
的
な
古
墳
群
の
一
つ
で
あ
る
持
田
古
墳
群
は
、
宮

崎
県
高
鍋
町
に
所
在
す
る
。
現
在
の
行
政
区
で
い
う
西
都
市
や
児
湯
郡
は
「
児

湯
」
地
域
に
あ
た
る
。
児
湯
地
域
に
は
一
ッ
瀬
川
や
小
丸
川
の
二
大
河
川
が
流

れ
、
そ
の
台
地
上
に
は
西
都
原
古
墳
群
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
な
古
墳
群
が

林
立
し
て
い
る
。
そ
の
東
端
の
一
角
を
持
田
古
墳
群
が
占
め
て
い
る
。

　

こ
の
児
湯
地
域
は
、
県
内
で
も
最
も
古
墳
が
集
中
す
る
地
域
で
も
あ
る
。

そ
の
総
数
は
約
八
〇
〇
基
を
数
え
る
と
も
い
う
。
そ
の
中
に
は
古
墳
の
全
長

一
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
巨
大
古
墳
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
古
墳
時
代
日
向
の
特

色
の
一
つ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

持
田
古
墳
群
は
、
奇
し
く
も
昭
和
初
期
の
大
盗
掘
と
い
う
惨
禍
に
見
舞
わ
れ

た
。
出
土
品
の
多
く
が
県
外
に
流
出
し
て
、
古
墳
と
古
墳
群
が
持
つ
情
報
は
断

片
的
か
つ
錯
綜
す
る
事
態
と
な
り
、
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
み
な
ら
ず
調
査
・
研

究
に
大
き
な
禍
根
を
残
し
た
。

　

こ
の
事
件
以
後
、
持
田
古
墳
群
の
調
査･

研
究
は
副
葬
品
と
出
土
古
墳
と
の

照
合
作
業
に
始
ま
る
が
、
個
々
の
古
墳
の
副
葬
品
や
墳
形
に
も
視
点
が
注
が
れ

て
い
る
。
そ
の
成
果
か
ら
古
墳
群
の
形
成
過
程
や
そ
の
性
格
等
が
考
察
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
古
墳
群
の
保
存
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
新
た
な
知

見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
調
査
・
研
究
の
潮
流
に
立
脚
し
つ
つ
、
持
田
古
墳
群
の

形
成
過
程
に
つ
い
て
改
め
て
概
括
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

一　

持
田
古
墳
群
の
概
要

 

（
一
）
古
墳
群
の
位
置
と
環
境

　

持
田
古
墳
群
は
国
指
定
史
跡
で
あ
り
、
宮
崎
県
中
央
部
に
位
置
す
る
児
湯
郡

高
鍋
町
に
所
在
す
る
。
ま
た
、
町
内
を
南
北
に
分
か
つ
小
丸
川
北
岸
に
広
が
る

標
高
約
五
〇
ｍ
の
洪
積
台
地
上
と
沖
積
地
に
広
が
る
古
墳
の
総
称
で
も
あ
る

（
第
三
図
）。
持
田
台
地
（
鬼
ヶ
久
保
・
西
ヶ
原
地
区
）
上
が
古
墳
群
の
主
群
を

な
す
。台
地
内
に
は
旧
石
器
〜
弥
生
時
代
の
遺
跡
も
色
濃
く
包
蔵
さ
れ
て
い
る
。

台
地
南
端
の
持
田
中
尾
遺
跡
で
は
弥
生
時
代
前
期
末
〜
中
期
前
半
頃
の
円
形
竪

穴
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
、
大
陸
系
磨
製
石
器
や
朝
鮮
系
無
文
土
器
に
類
似
し
た

土
器
が
出
土
す
る
な
ど
他
地
域
と
の
交
流
や
影
響
を
色
濃
く
示
す
遺
物
が
出
土

し
て
い
る
。
持
田
三
四
号
墳
の
西
側
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
の
竪
穴
建
物

跡
や
土
坑
が
、七
九
号
墳
の
北
側
で
後
期
の
竪
穴
建
物
跡
二
軒
が
確
認
さ
れ
た
。

　

他
方
、持
田
四
八
号
墳
と
四
九
号
墳
の
間
に
は
高
鍋
大
師
（
東
都
原
大
師
廟
）

が
所
在
し
て
お
り
、
地
元
民
や
観
光
客
か
ら
の
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、

持
田
台
地
の
西
側
、
約
三
．
五
の
川
南
町
西
ノ
別
府
地
区
に
は
、
川
南
古
墳
群

が
展
開
し
て
い
る
。

　

な
お
、
持
田
台
地
か
ら
東
側
の
谷
を
挟
ん
だ
対
岸
の
台
地
上
に
は
、
上
ノ
別

府
遺
跡
が
あ
る
。
古
墳
時
代
後
期
〜
終
末
期
の
集
落
跡
で
、
竪
穴
建
物
跡
九
軒

が
調
査
さ
れ
た
が
、
本
体
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
二
）
古
墳
と
横
穴
墓
の
分
布

　

古
墳
と
し
て
登
録
さ
れ
た
総
数
は
八
十
五
基
で
、
そ
の
内
訳
は
前
方
後
円
墳

九
基
、
帆
立
貝
形
古
墳
一
基
、
円
墳
七
十
五
基
で
あ
る
。
古
墳
の
分
布
は
第
一

図
の
よ
う
に
、
洪
積
台
地
上
の
二
グ
ル
ー
プ
と
沖
積
地
に
一
グ
ル
ー
プ
に
区
分

さ
れ
る
と
い
う

*

　1

。

　

そ
の
内
容
は
、
①
国
道
十
号
線
よ
り
西
側
の
持
田
台
地
上
に
前
方
後
円
墳
九

基
、
円
墳
六
十
三
基
と
多
く
の
古
墳
が
密
集
す
る
古
墳
群
の
中
心
域
と
な
る
グ

ル
ー
プ
、
②
国
道
よ
り
東
側
の
台
地
上
（
染
ヶ
丘
・
正
祐
寺
地
区
）
に
円
墳

十
一
基
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
、
③
そ
の
南
側
に
あ
る
沖
積
微
高
地
上
（
家

床
地
区
）
に
帆
立
貝
形
古
墳
が
一
基
、
そ
の
南
東
（
鴫
野
地
区
）
に
円
墳
一
基

か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
と
な
る
。
②
と
③
は
小
規
模
で
分
散
し
た
立
地
の
あ
り
方

で
あ
る

*
   2

。

　

で
は
、
持
田
台
地
上
の
グ
ル
ー
プ
①
内
に
お
け
る
主
要
古
墳
の
分
布
を
み
て

み
よ
う
（
第
三
・
五
図
）。
持
田
台
地
は
鬼
ヶ
久
保
・
西
ヶ
原
地
区
の
台
地
平
坦
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部
と
そ
こ
か
ら
三
本
の
舌
状
丘
陵
が
派
生
す
る
。
北
側
よ
り
穴
ノ
谷

*

  3

、
東

光
寺
、
中
尾
地
区
の
丘
陵
部
に
あ
た
る
。
古
墳
は
、
こ
う
し
た
台
地
平
坦
部
と

丘
陵
尾
根
上
に
分
布
し
て
い
る
。

　

前
方
後
円
墳
群
の
う
ち
、
最
大
の
規
模
を
有
す
る
一
号
墳
（
計
塚:

墳
長
約

百
二
十
ｍ
）
は
台
地
平
坦
部
の
南
西
側
縁
辺
に
位
置
す
る
。
台
地
平
坦
部
の
中

央
部
に
は
十
五
号
墳
（
石
舟
塚
）
や
十
四
号
墳
が
、
東
側
の
縁
辺
に
離
れ
た
箇

所
に
二
十
六
号
墳
（
山
ノ
神
塚
）
が
位
置
す
る
。
ま
た
、
東
光
寺
地
区
の
丘
陵

先
端
部
か
ら
基
部
に
向
か
っ
て
は
、
四
十
八
号
・
三
十
四
号
墳
・
四
十
六
号
・

三
十
四
号
墳
と
前
方
後
円
墳
（
首
長
墓
）
列
が
連
な
る
。
一
方
、
中
尾
地
区
の

丘
陵
に
は
三
十
八
号
墳
一
基
の
み
確
認
で
き
、穴
ノ
谷
地
区
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

円
墳
は
台
地
平
坦
部
と
穴
ノ
谷
地
区
の
丘
陵
尾
根
部
に
多
く
分
布
す
る
。
直

径
約
十
ｍ
前
後
と
い
っ
た
小
円
墳
や
二
十
ｍ
を
超
え
る
中
型
円
墳
の
二
者
が
あ

る
。
現
時
点
で
は
、
方
墳
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

横
穴
墓
は
、
東
光
寺
横
穴
墓
群
と
正
祐
寺
横
穴
墓
群
が
あ
る

*

  4

。
東
光
寺

横
穴
墓
群
は
持
田
台
地
か
ら
派
生
す
る
東
光
寺
地
区
の
丘
陵
東
面
に
十
四
基
が

存
在
し
た
と
さ
れ
る
が
、
現
在
で
は
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、
正
祐
寺
横
穴
墓

群
は
古
墳
群
の
グ
ル
ー
プ
②
に
あ
た
る
正
祐
寺
地
区
の
南
側
崖
面
に
十
七
基
が

存
在
し
た
と
い
う
。
現
在
六
基
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

二　

調
査
履
歴
と
研
究
略
史

　

持
田
古
墳
群
を
め
ぐ
る
調
査
は
、
谷
口
武
範
氏
に
よ
り
昭
和
六
十
年
代
ま
で

の
経
過
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る

*

  5

。
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
四
年
〜

五
年
に
か
け
て
数
多
く
の
古
墳
が
盗
掘
を
受
け
た
事
件
と
梅
原
末
治
氏
に
よ
る

執
念
の
追
跡
調
査
で
あ
る
。

　

梅
原
氏
は
盗
掘
に
よ
る
出
土
品
（
副
葬
品
）
と
古
墳
と
の
対
応
関
係
や
古
墳

主
体
部
の
情
報
を
纏
め
上
げ
、
古
墳
の
分
布
図
作
成
と
個
々
の
古
墳
に
番
号
を

振
り
与
え
て
整
理
報
告
さ
れ
た

*

  6

。
第
四
図
は
そ
の
当
時
の
古
墳
分
布
図

*

  7

、

第
五
図
は
現
在
確
認
で
き
う
る
古
墳
の
分
布
図
で
あ
る

*

  8

。

　

な
お
、
第
一
・
二
表
は
、
現
在
ま
で
に
内
容
の
一
部
が
判
明
す
る
古
墳
を
一

覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
に
入
り
、
宮
崎
県
史
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
古
墳
分
布
図
と
個
々
の

前
方
後
円
墳
の
測
量
図
が
再
作
成
さ
れ
た
。*

  9 

平
成
十
三
年
度
に
は
高
鍋
町
教

育
委
員
会
に
よ
る
持
田
古
墳
群
の
保
存
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
翌
年
度
よ
り

範
囲
確
認
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

持
田
古
墳
群
を
理
解
す
る
上
で
の
鍵
は
、
首
長
墓(

前
方
後
円
墳)

の
動
向

で
あ
る
。
古
墳
群
に
お
け
る
首
長
墓
の
変
遷
過
程
を
追
究
す
る
な
か
で
、
出
土

品(

副
葬
品)

自
体
の
研
究
や
古
墳
の
編
年(

築
造
順
に
配
列)

作
業
や
系
譜(

関

係
性
を
有
す
る
つ
な
が
り
、
グ
ル
ー
プ)

の
把
握
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

近
年
に
い
た
り
、
柳
沢
一
男
氏
は
高
精
度
の
墳
丘
測
量
図
を
も
と
に
畿
内
の

大
王
墓
と
の
墳
丘
比
較
を
通
し
て
宮
崎
県
内
の
古
墳
時
代
前
期
の
前
方
後
円
墳

を
類
型
化
し
、
そ
の
築
造
時
期
を
推
定
し
て
各
古
墳
群
に
お
け
る
首
長
墓
系
譜

の
消
長
を
整
理
さ
れ
た

*

 10

。
持
田
古
墳
群
の
首
長
墓
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

柳
沢
氏
の
研
究
手
法
は
、
前
方
後
円
墳
（
首
長
墓
）
の
墳
形
や
規
格
性
に
着

目
し
た
分
類
と
類
型
化
お
よ
び
築
造
年
代
の
検
討
で
あ
る
。
第
八
図
の
よ
う
な

前
方
後
円
墳
の
築
造
序
列
は
、
柳
沢
一
男
氏

*

 11

や
和
田
理
啓
氏

*

 12

に
よ
る
研

究
が
現
段
階
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
柳
沢
氏
が
提
唱
し
た
墳
丘
の

諸
類
型
群
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
実
証
的
な
発
掘
調
査
と
成
果
と
の
検
討
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
な
一
連
の
研
究
成
果
と
他
地
域
の
古
墳
や
古
墳
群
と
の
通
時

的
・
共
時
的
な
比
較
検
討
を
経
て
、
こ
れ
ら
が
内
包
す
る
諸
特
徴
や
特
質(

首

長
そ
う
の
性
格
や
畿
内
王
権
と
の
関
係
、
地
域
間
の
勢
力
変
動
な
ど)

が
描
き

出
さ
れ
、
そ
の
社
会
的
背
景
を
も
追
究
す
る
こ
と
で
地
域
史
の
解
明
に
も
昇
華

さ
れ
て
き
た

*

 13

。

　

そ
れ
で
は
次
項
に
て
こ
れ
ら
研
究
成
果
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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三　

持
田
古
墳
群
の
形
成
過
程
と
そ
の
背
景

 

（
一
）
前
方
後
円
墳
の
編
年
的
研
究
成
果

　

近
年
に
お
い
て
は
、
持
田
古
墳
群
に
お
け
る
前
方
後
円
墳(

首
長
墓)

の
変

遷(

編
年)
観
は
、
研
究
者
間
で
築
造
時
期
や
系
譜
の
捉
え
方
等
の
違
い
は
あ

る
に
せ
よ
、
大
方
は
一
致
し
た
見
解
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
持
田
四
八
号
墳(

墳
長
八
十
五
ｍ)

↓
一
号
墳(

百
二
〇
ｍ)

↓

四
七
号
墳(

五
十
四
ｍ)
↓
六
二
号
墳(

五
〇
ｍ)

↓
三
四
号
墳(

五
十
九
ｍ)

↓
二
六
号
墳(

四
十
六
ｍ)
↓
十
五
号
墳(

四
十
一
ｍ)

へ
の
変
遷
過
程
で
あ

る(

第
七
図)

。

　

そ
の
変
遷
過
程
か
ら
は
、
持
田
古
墳
群
に
は
古
墳
時
代
前
期(

四
世
紀)

に

始
ま
り
、
後
期(

六
世
紀:

前
方
後
円
墳
の
築
造
停
止
段
階)

ま
で
を
通
じ
て

累
代
的
な(

世
代
を
継
い
で
間
断
な
く
築
造
さ
れ
る)

前
方
後
円
墳(

首
長
墓)

の
系
譜
が
読
み
取
れ
る
。
柳
沢
一
男
氏
は
、
こ
う
し
た
安
定
的
な
首
長
墓
系
列

を
「
長
期
型
首
長
墓
系
譜
」
と
呼
称
し
て
お
ら
れ
る
*
 14

。

 

（
二
）
持
田
古
墳
群
の
展
開
と
そ
の
社
会
的
背
景

　

持
田
古
墳
群
に
お
け
る
古
墳
の
出
現
と
消
滅
過
程
に
つ
い
て
は
、
既
に
谷
口

武
範
氏

*
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や
長
津
宗
重
氏
ら
に

*

 16

よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
県
内
で
は
有

数
の
出
土
量
を
誇
る
銅
鏡
三
十
四
面
の
意
義
に
つ
い
て
も
鈴
木
重
治
氏

*
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や

谷
口
氏
、
長
津
氏
に
よ
り
言
及
さ
れ
て
き
た
。
先
学
に
よ
る
知
見
を
尊
重
し
つ

つ
、
持
田
古
墳
群
の
展
開
過
程
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
改
め
て
整
理
す
る
。

　

私
見
と
し
て
は
、
持
田
古
墳
群
の
出
現
〜
終
焉
過
程
を
大
き
く
七
つ
の
画
期

に
捉
え
た
。
次
に
各
画
期
ご
と
に
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

 

（
Ⅰ
）
古
墳
の
出
現
（
四
世
紀
前
葉
）

　

現
時
点
で
は
、
持
田
古
墳
群
に
お
け
る
最
古
段
階
の
古
墳
と
そ
の
様
相
は
、

断
片
的
か
つ
不
明
確
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
存

在
か
ら
推
量
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
三
角
縁
神
獣
鏡
は
二
面
出
土
し
て
い
る
。
伝
持
田
古
墳
群
出
土
と
さ
れ

る
「
天
王
日
月
」
銘
と
旧
四
八
号
墳
（
円
墳:

直
径
二
〇
ｍ
）
の
出
土
鏡
で
あ
る
。

長
津
宗
重
氏
に
よ
る
と
、
前
者
は
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
や
奈
良
県
黒
塚
古

墳
出
土
鏡
な
ど
、
後
者
は
群
馬
県
天
神
山
古
墳
出
土
鏡
等
と
同
笵
鏡
（
同
じ
鋳

型
で
作
ら
れ
た
鏡
）
と
さ
れ
る

*
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。

　

「
天
王
日
月
」
銘
鏡
が
確
実
に
持
田
古
墳
群
に
伴
う
な
ら
ば
、
椿
井
大
塚
山

古
墳
の
築
造
時
期
か
ら
導
く
と
、
紀
元
三
世
紀
末
葉
な
い
し
四
世
紀
前
葉
に
は

畿
内
王
権
か
ら
持
田
古
墳
群
の
首
長
層
に
対
し
て
地
域
支
配
の
確
認
や
王
権
と

の
関
係
性
を
示
す
証
と
し
て
三
角
縁
神
獣
鏡
が
分
与
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。　

　

し
か
し
、「
天
王
日
月
」
銘
鏡
の
古
墳
は
特
定
で
き
ず
、
旧
四
八
号
墳
は
円

墳
で
あ
っ
て
前
方
後
円
墳
で
は
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
持
田
古
墳
群
に
お
け

る
古
墳
の
出
現
期
の
様
相
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

児
湯
地
域
全
体
の
動
向
に
目
を
向
け
る
と
、
四
世
紀
初
頭
〜
前
葉
段
階
に
は

西
都
原
古
墳
群
の
八
一
号
墳
（
纏
向
型
？
の
前
方
後
円
墳
）
や
新
富
町
下
屋
敷

古
墳
（
円
墳
？
）
が
築
造
さ
れ
た
と
さ
れ
る

*
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。

　

（
Ⅱ
）
勢
力
の
伸
張
（
四
世
紀
中
葉
〜
後
葉
）

　

現
時
点
に
お
け
る
、
持
田
古
墳
群
に
お
け
る
最
古
級
の
前
方
後
円
墳
は
一
号

墳
（
計
塚:

全
長
百
二
〇
ｍ
）
と
四
八
号
（
八
十
五
ｍ
）
等
が
あ
る
。
柳
沢
一

男
氏
は
、
宮
崎
県
内
の
前
期
古
墳
の
墳
形
を
検
討
し
て
、
前
方
部
の
長
さ
が
墳

長
の
二
分
の
一
程
度
と
な
る
前
方
後
円
墳
を
「
柄
鏡
形
類
型
」
と
し
た
上
で
三

型
式
に
分
類
さ
れ
た

*

 20

。

　

持
田
古
墳
群
で
は
、
四
十
八
号
墳
を
柄
鏡
形
類
型
に
先
行
す
る
行
燈
山
類
型

と
し
て
四
世
紀
中
葉
に
、
一
号
墳
を
柄
鏡
形
の
ａ
類
型
と
み
な
し
て
四
世
紀

後
半
の
柄
鏡
形
類
型
の
出
現
期
古
墳
と
位
置
づ
け
た

*

 21

。
さ
ら
に
四
七
号
墳

（
五
十
四
ｍ
）
を
ｂ
類
型
の
四
世
紀
後
葉
に
、
四
六
号
墳
（
五
十
一
ｍ
）
を
ｃ

類
型
の
四
世
紀
後
葉
〜
五
世
紀
初
頭
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
和
田
理
啓

氏
は
四
八
号
墳
を
前
方
部
端
が
撥
形
に
開
く
「
纏
向
型
」
の
墳
形
と
み
る

*

 22

。

　

四
世
紀
中
葉
〜
後
葉
の
段
階
は
、
柄
鏡
形
前
方
後
円
墳
の
盛
行
期
で
、
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一
〇
〇
ｍ
を
超
え
る
首
長
墳
が
持
田
古
墳
群
や
川
南
古
墳
群
（
十
一
・
三
九
号

墳
）
に
築
造
さ
れ
る
。
一
〇
〇
ｍ
超
級
の
巨
大
な
柄
鏡
型
前
方
後
円
墳
の
築
造

は
、
西
都
原
古
墳
群
等
の
一
ッ
瀬
川
流
域
に
展
開
す
る
古
墳
群
に
は
認
め
ら
れ

な
い
。
持
田
・
川
南
古
墳
群
は
、
他
の
古
墳
群
に
対
し
て
の
優
位
性
が
感
じ
ら

れ
、
か
の
首
長
層
が
児
湯
地
域
の
盟
主
的
座
に
あ
っ
た
時
期
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
勢
力
伸
張
期
の
首
長
墳
の
築
造
位
置
に
注
目
す
る
と
、
一
号
墳
以
外
は

東
光
寺
地
区
の
丘
陵
が
墓
域
と
な
る
。
丘
陵
先
端
部
の
四
八
号
墳
に
始
ま
り
、

四
七
号⇒

四
六
号
墳
の
順
に
丘
陵
基
部
に
向
け
て
累
代
的
な
築
造
順
と
な
る
。

対
し
て
一
号
墳
は
、
四
七
号
墳
と
前
後
し
て
築
造
さ
れ
る
が
、
小
丸
川
に
面
し

た
持
田
台
地
西
側
縁
辺
部
に
墓
域
を
違
え
て
且
つ
単
独
で
立
地
す
る
。

　

こ
の
一
号
墳
の
特
異
性
は
、
四
六
・
四
七
号
墳
の
全
長
五
〇
ｍ
級
か
ら
独
立

し
た
首
長
の
存
在
や
複
数
系
譜
化
の
現
象
と
も
解
釈
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
小
丸

川
流
域
の
地
域
集
団
を
掌
握
す
る
首
長
墓
の
系
譜
と
、
よ
り
広
範
な
地
域
連
合

体
の
盟
主
と
し
て
の
象
徴
的
な
首
長
墓
の
登
場
と
考
え
た
い
。
な
お
、
こ
の
段

階
の
首
長
墳
に
採
用
さ
れ
る
埋
葬
主
体
部
は
竪
穴
式
石
室
や
粘
土
槨
を
採
用
す

る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

（
Ⅲ
）
西
都
原
古
墳
群
の
勢
力
下
へ
（
四
世
紀
末
〜
五
世
紀
前
葉
）

　

現
時
点
で
は
、
持
田
一
号
墳
の
系
譜
を
引
く
柄
鏡
形
類
型
の
大
型
墳
は
確
認

で
き
な
い
。
四
六
号
墳
に
後
続
す
る
首
長
墳
と
し
て
は
三
四
号
墳
（
前
方
後
円

墳:

約
五
十
九
ｍ
）
を
充
て
て
お
き
た
い
。
墳
丘
規
模
は
六
十
ｍ
級
だ
が
、
柄

鏡
形
の
墳
形
は
採
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
以
降
の
首
長
墓
（
前
方
後
円
墳
）
の
墳

丘
主
軸
は
地
形
に
左
右
さ
れ
た
の
か
、
北
北
西
優
位
か
ら
北
西
優
位
と
な
る
。

築
造
時
期
は
墳
形
や
周
溝
（
盾
形
？
）
の
存
在
や
、
墳
丘
周
辺
で
表
面
採
集
さ

れ
た
円
筒
埴
輪

*
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の
型
式
か
ら
五
世
紀
前
葉
〜
中
葉
と
し
た
い
。　

　

一
方
、
五
世
紀
初
頭
頃
に
持
田
台
地
下
の
沖
積
低
地
上
に
六
二
号
墳
（
亀
塚:

全
長
五
〇
ｍ
）
が
築
造
さ
れ
る
よ
う
だ
。
今
の
と
こ
ろ
、
先
行
す
る
首
長
墳
は

確
認
で
き
ず
、
単
独
の
立
地
で
忽
然
と
出
現
と
し
た
感
が
あ
る
。
帆
立
貝
式
古

墳
で
あ
る
こ
と
も
異
色
で
あ
る
。

　

四
世
紀
末
葉
〜
五
世
紀
初
頭
は
、折
り
し
も
西
都
原
古
墳
群
の
女
狭
穂
塚（
柳

沢
一
男
氏
の
い
う
仲
津
山
類
型
）・
男
狭
穂
塚
（
帆
立
貝
式
古
墳
）
と
い
っ
た

九
州
有
数
の
巨
大
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
。持
田
古
墳
群
に
お
け
る
、

大
型
の
柄
鏡
形
首
長
墳
が
衰
退
し
て
他
勢
力
へ
の
優
位
性
が
崩
れ
た
の
み
な
ら

ず
、
柄
鏡
形
と
い
う
伝
統
的
な
墳
形
が
廃
れ
、
墳
丘
に
帆
立
貝
形
式
を
選
択
す

る
変
化
も
生
じ
さ
せ
た
時
期
で
も
あ
る
。
六
二
号
墳
、
す
な
わ
ち
帆
立
貝
式
古

墳
の
登
場
は
男
狭
穂
塚
の
存
在
と
全
く
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
変

化
は
、
西
都
原
古
墳
群
の
勢
力
が
南
九
州
各
地
域
を
束
ね
る
首
長
連
合
体
の
盟

主
の
座
を
獲
得
し
た
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
六
二
号
墳
の
立
地
形
態
か
ら
は
、
持
田
古
墳
群
首
長
層
の
動
揺
や
混

乱
状
態
の
反
映
と
も
解
さ
れ
る
し
、
沖
積
低
地
の
耕
地
開
発
・
進
出
と
そ
の
生

産
基
盤
拡
大
に
伴
う
新
た
な
首
長
墓
系
譜
の
樹
立
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
三
四
号
墳
と
同
じ
頃
に
中
尾
地
区
の
丘
陵
唯
一
の
前
方
後
円
墳

で
あ
る
三
九
号
墳
（
全
長
二
十
九
ｍ
）
が
築
造
さ
れ
た
と
、
長
津
氏
は
見
て
お

ら
れ
る

*
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。
そ
の
場
合
、
首
長
墓
系
譜
は
三
系
統
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
四
世
紀
末
〜
五
世
紀
前
葉
の
段
階
は
、
持
田
勢
力
が
小
地
域
首

長
の
地
位
へ
と
減
退
す
る
現
象
、
そ
の
内
部
で
は
首
長
層
の
階
層
化
や
分
出
の

動
き
が
認
め
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
北
郷
泰
道
氏
や
谷
口
氏
の

指
摘
す
る
、
複
数
の
首
長
墓
系
譜
が
派
生
し
た
の
で
あ
ろ
う

*

  25

。

　

（
Ⅳ
）
古
墳
群
内
の
勢
力
変
動
（
五
世
紀
中
葉
〜
後
葉
）　

　

持
田
三
四
号
墳
の
次
の
首
長
墓
と
し
て
十
五
号
墳
（
石
舟
塚:

四
六
ｍ
）
を

充
て
て
お
き
た
い
。
十
五
号
墳
の
築
造
位
置
は
、
四
八
号⇒

三
四
号
墳
へ
の
築

造
順
が
読
み
取
れ
る
東
光
寺
地
区
の
丘
陵
尾
根
線
の
延
長
上
に
あ
た
る
が
、
持

田
台
地
内
部
へ
と
大
き
く
距
離
が
離
れ
た
選
地
形
態
と
な
る
。
全
長
は
縮
小
化

し
、
前
方
部
は
平
面
三
角
形
と
な
り
後
部
径
と
前
方
部
幅
が
等
し
い
か
前
方
部

幅
が
長
い
墳
形
と
な
る
。

　

林
田
和
人
氏
は
、
後
円
部
よ
り
出
土
し
た
舟
形
石
棺
を
五
世
紀
前
葉
〜
中

葉
と
み
る

*

 26

。
よ
っ
て
五
世
紀
中
葉
ま
で
に
は
築
造
さ
れ
る
よ
う
だ
。
な
お
、
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現
時
点
で
は
三
九
号
・
六
二
（
亀
塚
）
号
墳
の
後
継
と
な
る
首
長
墓
は
確
認
で

き
ず
、
首
長
墓
系
譜
は
一
系
統
に
再
編
成
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

　

他
方
、
十
五
号
墳
か
ら
東
側
の
持
田
台
地
中
央
部
に
は
七
六
号
・
二
三
号
・

二
七
号
墳
が
分
布
す
る
。
二
三
号
・
二
七
号
墳
は
二
〇
〜
三
〇
ｍ
級
の
円
墳
だ

が
、
七
六
号
は
帆
立
貝
式
古
墳
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

*
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。
こ
の
三

古
墳
に
、
画
文
帯
神
獣
鏡
が
副
葬
さ
れ
る
の
が
注
意
を
引
く
。

　

こ
の
二
三
号
・
二
七
号
墳
の
出
土
鏡
は
、
熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
や
岡
山
県

茶
臼
山
古
墳
出
土
鏡
と
同
型
鏡
（
踏
み
返
し
鏡
）
と
さ
れ
る
。
七
六
号
墳
出
土

の
画
文
帯
環
状
乳
神
獣
鏡
は
江
田
船
山
古
墳
や
福
岡
県
山
ノ
神
古
墳
出
土
鏡
と

同
笵
鏡
の
関
係
に
あ
る

*

 28

。
江
田
船
山
古
墳
は
五
世
紀
後
葉
の
築
造

*

 29

と
さ

れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
三
古
墳
も
準
じ
た
時
期
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
画
文
帯
神
獣
鏡
の
評
価
を
め
ぐ
り
、様
々
な
意
見
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

鈴
木
重
治
氏
は
江
田
船
山
古
墳
出
土
鏡
と
の
同
型
・
同
笵
鏡
と
い
う
点
を
重
視

し
て
、
日
向
と
肥
後
の
関
わ
り
の
強
さ
の
反
映
と
み
な
す

*

 30

。
谷
口
武
範
氏

は
「
畿
内
政
権
か
ら
分
有
さ
れ
た
も
の
」*

 31

と
み
た
。

　

長
津
宗
重
氏
は
、
鏡
の
出
土
し
た
円
墳
を
「
前
方
後
円
墳
（
首
長
層
）
よ
り

も
一
ラ
ン
ク
下
の
階
層
の
墓
」
と
位
置
付
け
た
う
え
で
、
鏡
の
来
歴
を
畿
内
政

権
か
ら
直
接
的
な
い
し
間
接
的
に
配
布
さ
れ
た
か
、
江
南
（
中
国
南
朝
）
貿
易

に
よ
る
も
の
と
み
た
。
前
者
の
場
合
、
円
墳
の
被
葬
者
層
が
前
方
後
円
墳
を
築

造
可
能
な
勢
力
へ
と
伸
張
し
た
が
、
畿
内
政
権
に
よ
り
「
前
方
後
円
墳
と
い
う

墓
制
が
規
制
さ
れ
（
た
た
め
の
）、
そ
の
代
償
措
置
」
に
よ
り
分
与
さ
れ
た
も

の
考
え
ら
れ
て
お
ら
れ
る

*
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。

　

少
な
く
と
も
、
持
田
古
墳
群
は
首
長
層
よ
り
も
下
位
の
有
力
層
（
中
間
層
）

に
銅
鏡
の
分
与
が
な
さ
れ
た
特
色
を
有
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
二
七
号
墳
は
画
文
帯
神
獣
鏡
と
銅
鈴
（
馬
具
の
一
つ
）
が
伴
う

こ
と
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
銅
鈴
が
副
葬
さ
れ
る
古
墳
は
他
に
九
号
・
三
十

号
・
五
〇
号
墳
例
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
全
て
画
文
帯
神
獣
鏡
は
有
し
な
い
二
〇

〜
三
〇
ｍ
級
の
円
墳
で
あ
る
。
銅
鈴
の
副
葬
事
例
の
多
さ
は
持
田
古
墳
群
の

特
徴
と
い
え
る
。
銅
鈴
副
葬
の
盛
行
期
は
五
世
紀
後
葉
〜
六
世
紀
中
葉
で

*
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、

五
〇
号
墳
で
は
須
恵
器
坏
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
前
述
の
円
墳
は
当
該
期

の
間
に
は
築
造
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
世
紀
後
葉
〜
六
世
紀
中
葉
代

の
円
墳
群
は
、
丘
陵
部
で
は
な
く
持
田
台
地
本
体
の
内
部
や
縁
辺
付
近
に
面
的

に
広
く
展
開
す
る
が
、
点
的
な
立
地
で
群
集
・
密
集
的
で
は
な
い
。

　

五
世
紀
後
葉
に
入
る
と
、
伝
統
的
首
長
層
の
絶
対
的
優
位
性
が
崩
れ
、
新
興

勢
力
に
よ
る
円
墳
築
造
と
い
っ
た
古
式
群
集
墳
的
様
相
が
現
出
す
る
。
こ
の
段

階
の
埋
葬
主
体
部
は
竪
穴
式
石
室
は
採
用
さ
れ
ず
、
木
棺
直
葬
や
土
壙
墓
が
主

流
と
な
り
石
棺
（
十
五
号
墳
）
も
選
択
さ
れ
る
。

　

（
Ⅴ
）
前
方
後
円
墳
の
縮
小
と
築
造
停
止
（
六
世
紀
初
頭
〜
中
葉
）

　

持
田
十
五
号
墳
の
後
継
首
長
墳
は
、
墳
丘
規
模
や
そ
の
副
葬
品
の
年
代
か
ら

勘
案
す
る
と
、
二
六
号
（
山
ノ
神
塚:

四
十
六
ｍ
）
と
十
四
号
墳
（
四
十
一
ｍ
）

が
そ
の
候
補
と
な
る
。
二
基
の
規
模
四
十
ｍ
級
に
縮
小
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
が

六
世
紀
代
首
長
墓
の
特
徴
と
い
え
る
。
十
五
号
と
二
六
号
墳
の
立
地
は
、
持
田

台
地
内
部
で
彼
我
の
距
離
を
隔
て
た
単
独
墳
と
な
る
形
態
を
と
る
。

　

で
は
、
各
古
墳
の
築
造
時
期
を
検
討
し
て
お
く
。
二
六
号
墳
の
墳
丘
主
軸
は

十
五
号
墳
と
平
行
す
る
が
、
そ
の
墳
形
は
前
方
部
幅
が
後
円
部
径
を
凌
駕
形
態

と
な
る
。
築
造
当
初
の
埋
葬
施
設
に
伴
う
と
み
ら
れ
る
副
葬
品
に
は
、
鉄
地
銀

被
せ
の
三
葉
環
頭
大
刀
が
二
振
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
大
刀
は
、
六
世
紀
初
頭
の

舶
載
品
（
新
羅
産
）
と
考
え
ら
れ
お
り

*
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、
二
六
号
墳
は
六
世
紀
初
頭
〜
前

葉
段
階
に
は
築
造
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

一
方
、
十
四
号
墳
は
墳
形
的
に
は
二
十
六
号
墳
と
類
似
す
る
が
、
墳
丘
主
軸

は
異
な
り
、
全
長
は
や
や
小
さ
い
。
副
葬
品
の
年
代
か
ら
築
造
時
期
を
探
る
の

は
困
難
な
の
で
、同
じ
く
出
土
品
の
円
筒
埴
輪
や
形
象
埴
輪
片
に
着
目
し
た
い
。

　

甲
斐
貴
充
氏
は
、埴
輪
片
を
川
西
編
年
の
Ⅴ
期
（
五
世
紀
後
葉
〜
六
世
紀
代
）

と
み
る

*
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。
十
四
号
墳
の
築
造
時
期
を
現
存
す
る
資
料
で
特
定
す
る
の
は
困

難
だ
が
、
状
況
証
拠
か
ら
で
は
あ
る
が
、
二
六
号⇒

十
四
号
墳
へ
の
築
造
順
を

想
定
し
て
お
き
た
い
。

　

現
時
点
で
は
、
十
四
号
墳
の
後
継
首
長
墳
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
十
四
号
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墳
を
以
っ
て
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
停
止
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
六
世
紀
前
葉

段
階
に
な
る
と
祇
園
原
古
墳
群
の
百
足
塚
古
墳
や
石
船
古
墳
群
の
（
新
田
原
）

四
五
号
墳
と
い
っ
た
首
長
墓
級
前
方
後
円
墳
の
内
部
主
体
に
横
穴
式
石
室
が
導

入
さ
れ
る
。
持
田
古
墳
群
の
場
合
、
そ
れ
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

一
方
、
五
世
紀
代
に
引
き
続
き
六
世
紀
中
葉
段
階
に
も
銅
鈴
を
副
葬
品
に
持

つ
円
墳
が
築
造
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
十
二
・
十
三
号
墳
と
い
っ
た
、
小
銅
鏡

が
副
葬
品
の
二
十
ｍ
級
円
墳
も
こ
の
段
階
に
は
築
造
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

（
Ⅵ
）
首
長
墳
と
後
期
群
集
墳
（
六
世
紀
後
葉
〜
七
世
紀
前
葉
）

　

西
都
原
古
墳
群
や
新
富
町
石
船
古
墳
群
例
で
は
、
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
停

止
（
規
制
）
後
の
首
長
墳
は
、
円
墳
な
い
し
方
墳
で
内
部
主
体
に
横
穴
式
石
室

*
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が
採
用
す
る
よ
う
だ
。
こ
の
観
点
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
持
田
十
四
号
墳
に

後
出
す
る
首
長
墓
は
現
在
の
と
こ
ろ
八
十
四
号
墳
が
該
当
す
る
。
八
十
四
号
墳

は
円
墳
で
直
径
（
墳
丘
径
）
十
三
ｍ
を
測
る
。
周
溝
は
二
重
に
巡
る
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る

*
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。
津
曲
大
祐
氏
は
横
穴
式
石
室
の
構
造
か
ら
、
六
世
紀

中
葉
〜
後
葉
の
築
造
時
期
を
与
え
て
い
る

*
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。

　

ま
た
、
横
穴
式
石
室
墳
の
可
能
性
が
あ
る
古
墳
も
一
基
あ
る
。
そ
れ
は
梅
原

氏
の
い
う
「
無
号
石
室
墳
」*

 39

で
あ
る
。
現
五
号
墳
の
南
西
側
約
五
〇
ｍ
の
地

点
（
鬼
ヶ
久
保
Ｂ
遺
跡
）
に
あ
る
と
さ
れ
る

*
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。

　

石
室
の
規
模
や
構
造
等
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
そ
の
築
造
時
期
は
昭
和

五
十
四
年
調
査
で
出
土
し
た
須
恵
器
蓋
坏
の
型
式
の
年
代
と
梅
原
氏
が
本
墳
出

土
と
認
定
し
た
瑪
瑙
製
勾
玉
は
「
コ
」
の
字
形
に
近
い
粗
造
品
で
高
鍋
町
牛
牧

一
号
墳
（
七
世
紀
前
葉
〜
中
葉
の
複
次
埋
葬
）
主
体
部
出
土

*
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と
類
似
す
る

か
ら
、
七
世
紀
前
葉
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
。

　

築
造
時
期
の
お
お
よ
そ
が
判
明
す
る
円
墳
は
、
持
田
台
地
の
西
側
か
ら
、
旧

二
・
八
号
墳
と
現
在
の
三
号
墳
、
旧
四
九
号
墳
、
旧
三
一
号
墳
、
現
在
の
三
〇

号
墳
、
旧
五
三
号
（
横
穴
式
石
室
？
）・
旧
五
四
号
・
旧
五
七
号
・
現
在
の

五
三
号
墳
等
で
六
〜
七
世
紀
代
（
古
墳
時
代
後
〜
終
末
期
）
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
旧
四
九
号
や
現
五
十
六
号
墳
と
い
っ
た
二
〇
ｍ
級
円
墳
の
竪
穴
系

埋
葬
主
体
部
に
豪
華
な
金
銅
装
馬
具
セ
ッ
ト
が
副
葬
さ
れ
て
お
り
、
馬
具
は
六

世
紀
中
葉
〜
後
葉
に
か
け
て
の
時
期
が
与
え
ら
れ
て
い
る

*
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。

　

こ
れ
ら
円
墳
群
の
位
置
に
着
目
す
る
と
、
持
田
台
地
内
部
で
は
大
き
く
三
箇

所
に
六
〜
七
世
紀
代
の
円
墳
群
が
分
布
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
四
・
五
図
を

参
照
す
る
と
、
旧
二
・
八
号
墳
と
現
三
号
墳
を
含
む
一
帯
（
Ａ
群
）
は
円
墳
が

東
西
方
向
に
帯
状
に
展
開
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
一
群
に
現
四
〜
六
号
墳

も
含
ま
れ
る
よ
う
だ
。
こ
の
現
五
号
墳
の
北
西
約
五
十
ｍ
の
付
近
に
持
田
無
号

石
室
墳
が
存
在
す
る
。
旧
四
十
九
号
墳
付
近
の
円
墳
群
（
Ｂ
群
）
も
密
集
形
態

か
ら
一
群
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
旧
五
四
号
・
旧
五
七
号
お
よ
び
五
三
号
墳

と
い
っ
た
円
墳
群
（
Ｃ
群
）
は
穴
の
谷
地
区
の
丘
陵
基
部
と
持
田
台
地
北
東
側

縁
辺
に
広
が
り
、
そ
の
中
に
八
四
号
墳
が
内
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
六
世
紀
後
葉
段
階
に
入
る
と
、
Ａ
〜
Ｃ
群
と
い
っ
た
高
塚
古
墳

（
中
小
円
墳
）
に
よ
る
群
集
墳
化
（
後
期
群
集
墳
）
が
認
め
ら
れ
る
。
Ｂ
・
Ｃ

群
内
に
は
直
径
二
〇
ｍ
級
で
豪
奢
な
副
葬
品
を
有
す
る
円
墳
も
認
め
ら
れ
、
中

核
的
な
古
墳
の
存
在
が
特
色
で
あ
る

*
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。
Ａ
・
Ｃ
群
に
お
い
て
は
、首
長
墳
（
横

穴
式
石
室
墳
）
は
、
群
集
墳
内
に
取
り
込
ま
れ
た
格
好
と
な
る
。

　

六
世
紀
後
半
段
階
に
な
る
と
、
既
存
の
古
墳
（
異
な
る
時
期
の
築
造
墳
）
に

馬
具
や
装
飾
大
刀
等
の
首
長
層
級
に
匹
敵
す
る
副
葬
品
を
持
つ
竪
穴
系
埋
葬
施

設
が
新
た
に
設
け
ら
れ
る
現
象
も
認
め
ら
れ
る
（
三
四
号
・
七
六
号
墳
例
）。

さ
ら
に
、
二
六
号
墳
例
の
よ
う
に
竪
穴
系
埋
葬
施
設
の
古
墳
に
複
次
埋
葬
が
行

わ
れ
る
。
一
墳
一
葬
と
い
っ
た
竪
穴
原
理
か
ら
追
葬
と
い
う
横
穴
原
理
の
埋
葬

観
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
同
様
な
例
は
西
都
原
古
墳
群
二
百
二
号
墳

（
姫
塚
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
前
方
後
円
墳
築
造
停
止
後
、
首
長
層
は
埋
葬
主
体
部
に
横
穴
式

石
室
を
採
用
す
る
が
、
従
来
の
竪
穴
系
埋
葬
施
設
（
木
棺
）
も
併
用
し
、
共
に

家
族
墓
化
へ
の
方
向
を
進
む
。
有
力
集
団
層
の
古
墳
に
も
横
穴
式
石
室
が
採
用

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
首
長
墳
は
従
来
の
単
独
立
地
形
態
か
ら
、
下
位

の
有
力
集
団
の
円
墳
群
（
群
集
墳
）
内
に
埋
没
し
て
し
ま
い
、
墳
形
や
墳
丘
規

模
と
い
っ
た
差
異
も
不
明
瞭
と
な
る
。
首
長
層
よ
り
も
下
位
の
有
力
集
団
の
勢
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四　

ま
と
め
に
か
え
て

　

「
児
湯
」
地
域
に
お
け
る
持
田
古
墳
群
の
消
長
を
、
西
都
原
古
墳
群
や
祇
園

原
古
墳
群
等
の
大
規
模
古
墳
群
と
比
較
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

　

持
田
古
墳
群
は
、
前
項
ま
で
の
検
討
の
よ
う
に
四
世
紀
前
葉
段
階
に
古
墳
の

築
造
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
ッ
瀬
川
流
域
の
代
表
的
古
墳
群
の
西
都

原
古
墳
群
に
お
い
て
四
世
紀
初
頭
段
階
に
は
最
古
の
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ

る
。
四
世
紀
後
葉
段
階
に
は
持
田
一
号
墳
に
代
表
さ
れ
る
大
型
の
柄
鏡
形
前
方

後
円
墳
が
持
田
・
川
南
古
墳
群
で
築
造
さ
れ
た
事
実
か
ら
、
小
丸
川
流
域
の
勢

力
伸
張
と
そ
の
勢
力
が
児
湯
地
域
の
盟
主
的
位
置
あ
っ
た
と
読
み
取
れ
る
。

　

し
か
し
、
五
世
紀
初
頭
段
階
に
入
る
と
勢
力
図
は
一
変
す
る
。
男
狭
穂
・
女

狭
穂
塚
に
代
表
さ
れ
る
西
都
原
古
墳
群
の
勢
力
は
、
児
湯
地
域
を
含
む
日
向
全

体
の
盟
主
と
し
て
一
躍
登
場
す
る
。
こ
れ
以
降
一
ッ
瀬
川
流
域
の
勢
力
が
児
湯

地
域
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
小
丸
川
流
域
の
勢
力
は
全
長
一
〇
〇
ｍ
を
超
え

る
前
方
後
円
墳
を
生
み
出
せ
な
く
な
る
。

　

た
だ
し
、
一
ッ
瀬
川
流
域
の
古
墳
群
は
終
始
安
泰
に
勢
力
を
保
持
し
た
訳
で

は
な
く
、
首
長
墓
系
譜
の
途
絶
と
復
活
や
広
域
盟
主
墳
の
再
登
場
と
い
う
変
動

の
激
し
さ
と
顕
著
な
勢
力
の
盛
衰
を
各
古
墳
群
に
見
る
。

　

そ
の
対
極
に
あ
る
の
が
、
小
丸
川
流
域
の
勢
力
（
持
田
・
川
南
古
墳
群
）
で

あ
る
。
五
世
紀
代
以
降
、
一
ッ
瀬
川
流
域
の
勢
力
を
再
び
凌
駕
す
る
に
至
ら
な

か
っ
た
が
、
一
貫
し
て
安
定
的
な
一
定
規
模
の
勢
力
を
維
持
し
続
け
、
安
定
的

な
前
方
後
円
墳
の
継
続
的
築
造
（
累
代
的
な
首
長
墓
）
を
成
し
得
て
い
る
。

　

一
見
安
定
的
な
勢
力
と
思
し
き
、持
田
古
墳
群
内
部
で
は
五
世
紀
後
葉
以
降
、

中
間
層
の
勢
力
伸
張
が
顕
著
と
な
る
。
首
長
を
頂
点
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造

に
は
変
異
と
矛
盾
が
進
行
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
三
角
縁
神
獣
鏡
、
画
文

帯
神
獣
鏡
や
金
銅
製
大
刀

*
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や
馬
具
類
の
存
在
は
、
畿
内
王
権
か
ら
の
分
有

を
通
し
た
継
続
的
な
関
係
性
が
読
み
取
れ
、
持
田
古
墳
群
の
被
葬
者
達
が
抱
え

る
社
会
的
背
景
を
特
色
づ
け
て
い
る
。

　

こ
の
畿
内
王
権
と
在
地
首
長
や
そ
の
成
員
達
と
の
関
係
性
を
ど
う
読
み
取
る

力
伸
張
が
六
世
紀
後
半
代
に
も
継
続
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
現
象
は
、
首
長
墓
系
譜
が
複
数
存
在
す
る
の
か
、
伝
統
的
首
長
層
に
拮

抗
す
る
ほ
ど
に
成
長
し
た
複
数
の
有
力
集
団
の
存
在
を
示
す
の
か
は
は
っ
き
り

し
な
い
。
し
か
し
、
金
銅
装
馬
具
や
金
銅
装
大
刀
の
副
葬
事
例
は
、
銅
鏡
に
代

わ
る
、
畿
内
王
権
と
地
域
支
配
者
と
の
関
係
性
を
示
す
新
た
な
証
と
し
て
分
与

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
六
世
紀
後
半
代
の
群
集
墳
化
に
表
徴
さ
れ
る
持
田
古

墳
群
内
部
の
勢
力
変
動
と
、
王
権
の
地
方
直
接
支
配
に
向
け
た
動
き
と
連
動
し

て
い
た
と
解
し
た
い
。

　

（
Ⅶ
）
持
田
古
墳
群
の
終
焉
（
七
世
紀
前
葉
〜
中
葉
）

　

築
造
時
期
の
下
限
と
な
る
高
塚
古
墳
は
、
持
田
無
号
石
室
墳
で
七
世
紀
前
葉

段
階
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
様
相
は
不
明
確
で
あ
る
。
持
田
古
墳
群
に
お
け
る

高
塚
古
墳
の
終
焉
過
程
と
そ
の
時
期
は
把
握
し
づ
ら
い
現
状
で
あ
る
が
、
先
行

研
究
か
ら
糸
口
を
探
り
た
い
。

　

藤
本
貴
仁
氏
は
、
横
穴
墓
群
の
分
析
を
進
め
る
な
か
で
、
宮
崎
平
野
部
で
は

六
〜
七
世
紀
に
お
い
て
高
塚
古
墳
か
ら
地
下
式
横
穴
墓
や
横
穴
墓
へ
墓
制
が
転

換
す
る
と
指
摘
さ
れ
た

*
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。

　

持
田
古
墳
群
の
場
合
は
、
東
光
寺
横
穴
墓
群
と
正
祐
寺
横
穴
墓
群
が
台
地
下

に
存
在
す
る
の
で
、
高
塚
古
墳⇒

横
穴
墓
へ
の
墓
制
転
換
が
推
定
さ
れ
る
。
東

光
寺
横
穴
墓
群
は
詳
細
不
明
だ
が
、
正
祐
寺
横
穴
墓
群
は
古
墳
群
と
の
位
置
関

係
か
ら
染
ヶ
丘
・
正
祐
寺
地
区
の
小
円
墳
群
と
の
関
係
性
が
強
い
。
七
世
紀
中

葉
頃
に
は
造
営
さ
れ
た
よ
う
で
、
墓
制
の
転
換
期
は
そ
の
前
後
と
見
ら
れ
る
。

　

持
田
台
地
（
古
墳
群
本
体
）
に
お
け
る
七
世
紀
前
葉
以
降
の
墓
制
の
動
向
を

把
握
す
る
こ
と
は
、
持
田
古
墳
群
を
理
解
す
る
上
で
の
要
点
と
も
な
ろ
う
。

　

な
お
、
小
丸
川
対
岸
の
牛
牧
古
墳
群
で
は
、
七
世
紀
前
葉
〜
中
葉
の
地
下
式

横
穴
墓
群
が
検
出
さ
れ
た
。
高
塚
古
墳
に
寄
生
す
る
地
下
式
横
穴
墓
も
確
認
さ

れ
た
。
地
下
式
横
穴
墓
分
布
域
が
小
丸
川
南
岸
域
ま
で
変
更
を
迫
っ
た
重
要
な

調
査
成
果
で
あ
る
。
こ
の
分
布
域
の
北
限
は
ど
こ
ま
で
な
の
か
、
持
田
古
墳
群

の
終
焉
を
考
え
る
上
で
重
要
な
視
点
で
も
あ
ろ
う

*
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。
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か
は
、
各
地
の
首
長
層
を
掌
握
し
て
い
く
畿
内
王
権
の
動
向
と
連
関
し
て
い
る

だ
ろ
う
。
特
に
画
文
帯
神
獣
鏡
分
有
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
前
方
後
円
墳
の
築

造
に
着
目
し
た
長
津
氏
と
、
列
島
弧
と
東
ア
ジ
ア
的
視
点
に
た
っ
た
谷
口
氏
の

言
説
を
再
度
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

谷
口
氏
は
鏡
の
分
有
関
係
を
、
直
木
孝
次
郎
氏
の
畿
内
王
権
へ
の
地
方
首
長

層
の
出
仕
（
官
人
化
）、
福
尾
正
彦
氏
の
熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
の
被
葬
者
を

中
心
と
し
た
南
朝
鮮
経
営
の
た
め
の
兵
站
的
役
割
を
担
わ
せ
た
と
す
る
説
を
紹

介
し
て
そ
の
妥
当
性
を
検
討
さ
れ
て
い
る

*
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。

　

こ
う
し
て
、
児
湯
地
域
の
み
な
ら
ず
宮
崎
県
内
屈
指
の
古
墳
群
で
あ
る
持
田

古
墳
群
は
、
六
世
紀
中
葉
を
境
に
首
長
墳
た
る
前
方
後
円
墳
は
築
造
を
停
止
す

る
一
大
転
機
を
迎
え
る
。
そ
れ
以
降
、
高
塚
古
墳
の
群
集
墳
化
と
古
墳
自
体
の

築
造
停
止(

規
制)

か
ら
横
穴
墓
へ
の
転
換
へ
と
、
律
令
国
家
体
制
成
立
に
向

け
た
墓
制
の
急
激
な
変
革
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
、
七
世
紀
中
葉
に
は
古
墳
群
と
し

て
の
長
い
命
脈
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に-

今
後
の
課
題-

　

現
在
、
高
鍋
町
教
育
委
員
会
で
は
持
田
古
墳
群
を
公
開
し
保
存
す
る
た
め
、

古
墳
範
囲
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
に
関
す
る
基
礎
資
料
の
収
集

に
欠
か
せ
な
い
作
業
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、調
査
進
展
と
整
備
に
期
待
さ
れ
る
。

　

近
年
、
古
墳
時
代
の
始
ま
り
と
終
わ
り
頃
の
墳
墓
に
つ
い
て
新
知
見
が
得
ら

れ
始
め
て
い
る
。
小
丸
川
・
一
ツ
瀬
川
流
域
で
は
、
高
塚
古
墳
出
現
前
夜
の
墓

制
で
あ
る
周
溝
墓
が
確
認
さ
れ
た
。
川
南
町
東
平
下
遺
跡
（
円
形
・
方
形
）
や

赤
坂
遺
跡
（
円
形
）
は
古
墳
時
代
初
頭
（
三
世
紀
前
葉
）
の
、
新
富
町
川
床
遺

跡
で
は
古
墳
時
代
初
頭
〜
前
期
前
半
（
三
世
紀
前
葉
〜
四
世
紀
前
葉
）
の
円
形

周
溝
墓
と
多
数
の
土
壙
墓
群
も
検
出
さ
れ
た
。
西
都
原
古
墳
群
の
無
号
Ｂ
号
墳

（
二
八
四
号
墳
）や
茶
臼
原
古
墳
群
内
の
上
野
遺
跡
二
号
墓
と
い
っ
た「
墳
丘
墓
」

と
指
摘
さ
れ
る
墳
墓
も
検
出
さ
れ
て
い
る

*
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。

　

持
田
古
墳
群
の
位
置
す
る
持
田
台
地
上
に
は
、
弥
生
時
代
後
期
〜
終
末
期
に

あ
た
る
集
落
の
存
在
は
確
実
視
さ
れ
る
か
ら
、
持
田
古
墳
群
出
現
の
背
景
と
な

る
集
落
の
様
相
と
高
塚
古
墳
出
現
前
夜
の
墓
制
の
追
究
が
必
要
な
ろ
う
。

　

持
田
古
墳
群
を
造
営
し
た
人
々
の
集
落
に
も
視
点
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。

古
墳
時
代
集
落
は
上
ノ
別
府
遺
跡
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
周
辺
の
遺
跡
に

目
を
向
け
る
と
高
鍋
町
毛
作
古
墳
群
内
の
毛
作
第
一
遺
跡
や
、
牛
牧
古
墳
群
内

の
下
耳
切
第
三
遺
跡
、
川
南
古
墳
群
内
の
尾
花
Ａ
遺
跡
、
新
富
町
祇
園
原
古
墳

群
内
の
春
日
地
区
遺
跡
の
よ
う
に
、
同
一
古
墳
群
内
に
集
落
が
包
含
さ
れ
る
事

例
か
多
い
。
持
田
台
地
内
部
に
古
墳
時
代
集
落
が
存
在
し
た
可
能
性
は
否
定
で

き
ず
、
今
後
の
調
査
進
展
が
望
ま
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
小
丸
川
流
域
の
古
墳
群
分
布
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
小
丸
川

北
岸
の
台
地
上
に
は
二
大
古
墳
群
が
展
開
す
る
の
に
対
し
、
南
岸
台
地
上
は
数

多
い
小
規
模
古
墳
群
が
分
散
す
る
あ
り
方
に
注
意
が
喚
起
さ
れ
る
。果
た
し
て
、

そ
の
違
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
持
田
古
墳
群
と
他
古
墳
群
と
の
関
係
、
大
規
模

古
墳
群
を
現
出
さ
せ
た
社
会
的
背
景
（
食
料
・
馬
匹
生
産
・
河
川
や
港
と
い
っ

た
交
通
の
拠
点
等
の
経
済
基
盤
）
の
検
討
も
含
め
て
、
古
墳
時
代
の
地
域
像
を

追
究
し
て
い
く
上
で
の
検
討
課
題
が
未
だ
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

                  

　

こ
の
稿
を
執
筆
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
宮
崎
県
図
書
館
の
籾
木
郁

朗
、
岡
崎
裕
也
の
各
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
宮
崎
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
の
山
田
洋
一
郎
氏
に
は
文
献
等
の
ご
教
示
を
得
、
小
薗
博
子
氏
に

は
一
覧
表
作
成
等
の
ご
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

註
*

１*

９
山
本
格
「
第
四
部
持
田
古
墳
群
」『
宮
崎
県
史
叢
書
宮
崎
県
前
方
後

　
　

円
墳
集
成
』　

宮
崎
県 

一
九
九
九
年

*
 

２
こ
の
よ
う
に
持
田
古
墳
群
は
か
な
り
広
大
な
面
積
に
古
墳
が
分
布
す
る
古

墳
群
と
な
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
三
十
六
年
の
国
指
定
史
跡
と
し
て
本
指

定
を
受
け
た
際
に
一
括
登
録
さ
れ
た
関
係
に
よ
る
。
グ
ル
ー
プ
①
と
②

に
は
大
き
な
開
析
谷
が
２
箇
所
入
り
、
そ
の
立
地
は
大
き
く
分
断
さ
れ
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る
。
グ
ル
ー
プ
③
は
台
地
上
で
は
な
く
沖
積
地
で
あ
る
、
グ
ル
ー
プ
②

は
小
円
墳
主
体
で
横
穴
墓
群
（
正
祐
寺
横
穴
墓
群
）
と
近
す
る
こ
と
か

ら
後
期
群
集
墳
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
、
立
地
と
グ
ル
ー
プ
間
の
位

置
関
係
や
構
成
が
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
を
持
田
古
墳
群
内
の
支
群
と

捉
え
る
の
か
、
別
個
の
古
墳
群
と
捉
え
る
の
か
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

*

３
梅
原
末
治
氏
の
報
文
中
で
は
当
該
地
点
を
「
北
（
空
）
ノ
谷
」
と
し
て
い

る
が
、
同
書
の
古
墳
分
布
図
中
に
は
「
穴
の
谷
」
と
読
め
る
。『
高
鍋
町

遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
』
中
で
も
「
持
田
字
穴
ノ
谷
」
と
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら
に
従
う
。
梅
原
末
治
『
持
田
古
墳
群
』
宮
崎

県
教
育
委
員
会 

一
九
六
九
年

*

４
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
編
『
九
州
の
横
穴
墓
と
地
下
式
横
穴
墓
』
第
Ⅱ  

　
　

分
冊
（
資
料
編
）
二
〇
〇
一
年

*

５*

８
谷
口
武
範
「
三
十
一
持
田
古
墳
群
」『
宮
崎
県
史
』
資
料
編
考　

古

　
　

二
宮
崎
県　

一
九
九
三
年

*

６
梅
原
末
治
『
持
田
古
墳
群
』
宮
崎
県
教
育
委
員
会
一
九
六
九
年

　
　
　

な
お
、
持
田
古
墳
群
出
土
品
に
は
川
南
古
墳
群
な
ど
他
古
墳
群
資
料
が

混
在
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
梅
原
末
治

氏
の
業
績
な
し
に
は
現
在
ま
で
の
研
究
進
展
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
多

方
面
か
ら
の
継
続
的
な
検
証
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

*

７
現
在
、
古
墳
の
標
柱
に
記
載
さ
れ
た
号
名
は
、
国
史
跡
指
定
時
（
昭
和

三
十
六
年
）
の
「
新
番
号
」
で
、『
持
田
古
墳
群
』
報
告
書
中
の
号
名
「
旧

番
号
」
と
は
一
致
し
な
い
。
分
布
図
中
の
古
墳
と
現
存
す
る
古
墳
と
の
位

置
関
係
が
照
合
し
な
い
場
合
も
あ
る
（
旧
四
十
八
・
四
十
九
号
墳
）。
ま

た
、
第
四
図
と
五
図
を
比
較
す
る
と
、
昭
和
十
二
年
段
階
で
古
墳
と
認

定
さ
れ
て
い
た
墳
丘
が
、
昭
和
三
十
六
年
や
平
成
九
年
刊
行
の
分
布
図

で
確
認
さ
れ
な
い
古
墳
も
多
い
。
①
グ
ル
ー
プ
に
あ
る
持
田
中
尾
古
墳

（
旧
四
十
号
墳
？
）
は
発
掘
調
査
に
よ
り
現
存
し
て
い
な
い
。
十
一
号
と

二
十
一
号
墳
の
間
に
無
番
号
墳
（
現
存
）
が
存
在
し
、
三
四
号
の
北
側

や
二
号
の
北
側
で
墳
丘
が
消
失
し
た
古
墳
の
周
溝
が
確
認
さ
れ
た
と
い

う（
谷
口
一
九
九
三
年
）。
従
っ
て
、本
来
の
総
数
は
九
〇
基
を
優
に
超
え
、

墳
丘
が
失
わ
れ
て
地
表
面
に
は
現
れ
て
い
な
い
古
墳
や
滅
失
し
た
古
墳

が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

　
　

北
郷
泰
道
『
持
田
中
尾
遺
跡
』
高
鍋
町
教
育
委
員
会
一
九
八
七
年

*

10*

20
柳
沢
一
男
「
日
向
の
古
墳
時
代
前
期
首
長
墓
系
譜
と
そ
の
消
長
」『
宮

　
　

崎
県
史
研
究
』
九　

宮
崎
県
史
編
纂
室
一
九
九
五
年

*

11
柳
沢
一
男
「
古
墳
時
代
日
向
の
王
と
生
目
古
墳
群
」『
生
目
古
墳
群
シ
ン

　
　

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
'99 

報
告
書
浮
か
び
上
が
る
宮
崎
平
野
の
巨
大
古
墳
』
宮
崎

　
　

市
・
宮
崎
市
教
育
委
員
会　

一
九
九
九
年
同
「
南
九
州
に
お
け
る
古
墳
の

　
　

出
現
と
展
開
」『
前
方
後
円
墳
築
造
周
縁
域
に
お
け
る
古
墳
時
代
社
会
の

　
　

多
様
性
』　

第
六
回
研
究
会
資
料
集　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
二
〇
〇
三
年

*

12*

22
和
田
理
啓
「
日
向
の
首
長
墓
系
譜
」
『
九
州
に
お
け
る
首
長
墓
系
譜

の
再
検
討
』　

第
十
三
回
研
究
会
資
料
集　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

二
〇
一
〇
年

*

13*

15*

31*

47
谷
口
武
範
「
持
田
古
墳
群
か
ら
み
た
そ
の
社
会
」

 

『
え
と
の
す
』
三
十
二 

新
日
本
教
育
図
書　

一
九
八
七
年

*

14
柳
沢
一
男
「
２. 

宮
崎
平
野
部
の
古
墳
と
古
墳
群
」『
宮
崎
平
野
の
古
墳
と

　
　

古
墳
群
』　

 　

第
二
九
回
九
州
古
墳
時
代
研
究
会
資
料
集　

二
〇
〇
三
年

*

16*

18*

28
長
津
宗
重
「
２
章 

古
代
の
日
向
国
」『
宮
崎
県
の
歴
史
』　

四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川
出
版
社
一
九
九
九
年

*

17*

30
鈴
木
重
治
『
日
本
の
古
代
遺
跡
二
五 

宮
崎
』　

保
育
社
一
九
八
五
年

*

19
有
馬
義
人
「
南
九
州
（
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
）」『
前
期
古
墳
の
再
検
討
』

　
　
　
　

第
九
回
研
究
会
資
料
集　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

二
〇
〇
六
年

*
21
梅
原
末
治
氏
に
よ
る
（
梅
原
一
九
六
九
）
と
、
持
田
一
号
墳
は
盤
龍
鏡
と

獣
文
縁　

獣
帯
鏡
の
二
面
が
出
土
し
た
と
い
う
。
対
し
て
柳
沢
一
男
氏

（
柳
沢
一
九
九
五
）
は
、　

獣
文
縁
獣
帯
鏡
が
踏
み
返
し
鏡
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
鏡
が
一
号
墳
に
伴
う
か
は
疑

問
と
さ
れ
て
い
る
。



— 58 —— 59 —

*
23
埴
輪
の
実
測
図
は
谷
口
一
九
八
七
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
後
円
部
の

粘
土
槨
か
ら
金
銅
装
単
龍
鳳
環
大
刀
を
含
む
直
刀
が
出
土
し
た
が
、
こ

の
時
期
は
六
世
紀
末
葉
に
あ
た
る
の
で
埴
輪
と
は
齟
齬
を
き
た
す
。
こ

の
墳
形
は
三
葉
形
環
大
刀
を
出
土
し
た
二
八
号
墳
よ
り
も
古
相
を
示
し

て
い
る
の
で
埴
輪
の
時
期
を
優
先
さ
せ
て
お
く
。
粘
土
槨
は
墳
丘
下
〇 

．
三

ｍ
と
比
較
的
浅
い
位
置
に
な
る
の
で
二
次
埋
葬
の
可
能
性
が
あ
る
。

*

24*

32
長
津
宗
重
「
日
向
」
『
前
方
後
円
墳
集
成 

九
州
編
』
山
川
出
版
社

一
九
九
二
年
、「
日
向
に
お
け
る
古
墳
時
代
首
長
墓
の
動
向
」『
九
州
に
お
け

る
古
墳
時
代
首
長　

墓
の
動
向
』 

九
州
考
古
学
会
・
宮
崎
考
古
学
会
合
同

学
会
実
行
委
員
会
一
九
九
五
年

*

25
北
郷
一
九
八
七
及
び
北
郷
泰
道
「
九
州
南
部
（
宮
崎
・
鹿
児
島
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
十　

雄
山
閣
出
版
一
九
九
〇
年

*

26
林
田
和
人
「
東
九
州
の
舟
形
石
棺
」『
宮
崎
考
古
』
第
十
四
号 　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
考
古
学
会 

一
九
九
五
年

*

27
梅
原
一
九
六
九
参
照
。
七
六
号
墳
は
円
墳
ま
た
は
前
方
後
円
墳
（
帆
立
貝

式
古
墳
）
か
は
、
現
況
で
は
判
断
つ
か
な
い
。
な
お
、
七
六
号
墳
は
別

の
埋
葬
主
体
か
ら
心
葉
形
十
字
文
透
鏡
板
付
轡
や
心
葉
形
三
葉
文
杏
葉

の
可
能
性
が
あ
る
馬
具
が
出
土
し
た
の
で
六
世
紀
中
葉
〜
末
葉
前
後
に

別
途
埋
葬
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

*

29
杉
井
健
「
肥
後
地
域
に
お
け
る
首
長
墓
系
譜
変
動
の
画
期
と
古
墳
時
代
」

　
　

『
九
州
に
お
け
る
首
長
墓
系
譜
の
再
検
討
』
第
十
三
回
研
究
会
資
料
集 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

二
〇
一
〇
年

*

33
和
田
晴
吾
「
古
墳
時
代
の
時
代
区
分
を
め
ぐ
っ
て
」『
考
古
学
研
究
』
三
四-

二 

一
九
八
七
年　

近
年
で
は
、
日
南
市
狐
塚
古
墳
に
お
け
る
銅
鈴
の
七
世

紀
前
葉
の
副
葬
事
例
が
あ
る
。

*

34
有
馬
義
人
「
装
飾
付
大
刀
」『
後
期
古
墳
の
再
検
討
』
第
十
一
回
研
究
会

　
　

資
料
集 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会 

二
〇
〇
八
年

*

35
甲
斐
貴
充
「
持
田
古
墳
群
」『
宮
崎
平
野
の
古
墳
と
古
墳
群
』 　

二
〇
〇
三
年

*

36*

38
津
曲
大
祐
「
南
九
州
（
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
）」『
後
期
古
墳
の
再
検
討
』

第
十
一
回
研
究
会
資
料
集 

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会 　

二
〇
〇
八
年

*

37
山
本
格
「
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」『
高
鍋
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』

第
一
〇
集 

高
鍋
町
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
四
年

　

な
お
、
二
重
周
溝
は
持
田
八
十
四
号
墳
例
を
含
め
る
な
ら
ば
、
現
時

点
で
十
一
例
目
と
な
る
。
時
期
的
に
は
概
ね
六
世
紀
後
葉
〜
七
世
紀
前

葉
の
例
が
多
い
。
鬼
ノ
窟
古
墳
や
常
心
塚
古
墳
と
い
っ
た
突
出
し
た
首

長
墓
を
含
め
、
各
古
墳
群
内
の
上
位
に
位
置
す
る
古
墳
に
採
用
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
。

　

長
津
宗
重
「
第
Ⅳ
章
ま
と
め
」(

鬼
の
窟
古
墳)

『
特
別
史
跡 

西
都
原

古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
第
一
集 

宮
崎
県
教
育
委
員
会 

二
〇
〇
〇
年

　

今
塩
屋
毅
行
編
「
下
耳
切
第
三
遺
跡
」『
宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

発
掘
調
査
報
告
書
』
第
百
二
十
五
集　

宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
六
年

*

39
梅
原
一
九
六
九
参
照
。
な
お
、
横
穴
式
石
室
及
び
そ
の
可
能
性
が
あ
る
古

墳
は
、
新
規
発
見
の
野
首
古
墳
群
の
２
基
を
含
め
て
二
十
二
例
を
数
え

る
。
野
首
古
墳
群
は
持
田
古
墳
群
の
対
岸
に
存
在
し
、
横
穴
式
石
室
墳

主
体
（
六
世
紀
末
築
造
、
七
世
紀
前
葉
ま
で
追
葬
）
の
終
末
期
群
集
墳

で
あ
る
。
小
丸
川
流
域
に
は
持
田
・
野
首
古
墳
群
例
の
ほ
か
に
木
城
町

永
山
古
墳
例
（
六
世
紀
中
葉
築
造
）
も
あ
る
。
小
丸
川
流
域
で
は
、
六

世
紀
中
葉
以
後
に
首
長
墓
級
や
新
た
に
勢
力
を
蓄
え
た
有
力
集
団
の
家

長
層
に
古
墳
の
内
部
主
体
と
し
て
採
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
編
『
九
州
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
導
入

と
展
開
』
第
Ⅱ
分
冊
（
資
料
編
）
一
九
九
九
年

　

堀
田
孝
博
「
野
首
第
一
遺
跡
Ⅱ
」『
宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

発
掘
調
査
報
告
書
』
第
一
五
七
集 

宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
七
年

*

40
山
本
格
「
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」『
高
鍋
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

　
　

告
書
』 
第
一
一
集 　
　
　
　
　
　
　

高
鍋
町
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
五
年

　

梅
原
末
治
氏
の
い
う
無
号
石
室
墳
と
、
宮
崎
県
教
育
委
員
会
が
昭
和



— 58 —— 59 —

流
を
物
語
る
も
の
で
あ
る

　

墳
墓
へ
の
副
葬
は
、
持
田
二
十
六
号
墳
例(

六
世
紀
初
頭)

か
ら
だ
が
、

多
く
の
場
合
は
六
世
紀
後
葉
〜
七
世
紀
前
葉
頃
に
盛
行
す
る
。
高
塚
墳

や
横
穴
墓
か
ら
出
土
す
る
場
合
が
圧
倒
的
で
、
地
下
式
横
穴
墓
や
箱
式

石
棺
墓
の
場
合
は
僅
少
で
あ
る
。
そ
の
種
類
は
、
環
頭･

円
頭･

頭
椎･

圭

頭
大
刀
と
多
種
に
及
ぶ
。
環
頭
大
刀
は
持
田･

祇
園
原･

百
塚
原･

本
庄
古

墳
群
な
ど
伝
統
的
な
首
長
墓
系
譜
を
有
す
る
古
墳
群
か
ら
出
土
す
る
傾

向
が
あ
る
。
頭
椎
大
刀
は
、
高
塚
古
墳
築
造
停
止
前
後
か
ら
活
動
が
活

発
化
す
る
横
穴
墓
に
多
く
、
横
穴
墓
群
に
お
け
る
築
造
開
始
期
の
中
核

的
存
在
に
副
葬
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
円
頭･

圭
頭
大
刀
は
各
地
域
に
お

け
る
最
後
の
首
長
墓(

高
塚
墳)

か
ら
出
土
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

今
塩
屋
毅
行
「
日
向
に
お
け
る
後
・
終
末
期
古
墳
」『
終
末
期
古
墳
の

再
検
討
』

　

第
十
二
回
研
究
会
資
料
集 

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　
　

 

二
〇
〇
九
年

*

48
日
高
正
晴
『
西
都
原
古
代
文
化
を
探
る—

東
ア
ジ
ア
の
観
点
か
ら
』　
　

鉱
脈
社　

二
〇
〇
三
年

*
 

実
年
代
の
表
記
は
、
一
世
紀
を
前
葉
・
中
葉
・
後
葉
と
三
区
分
し
、
場
合
に

よ
っ
て
初
頭
や
末
葉
の
語
を
用
い
た
。
古
墳
時
代
の
時
期
区
分
と
実
年
代
と

の
関
係
（
埴
輪
や
須
恵
器
）
に
つ
い
て
は
、
杉
井
健
氏
の
見
解
を
参
考
に
し

た
。
土
師
器
の
編
年
や
年
代
観
は
、
久
住
猛
雄
氏
の
研
究
を
援
用
し
た
。

　

杉
井
健
「
肥
後
地
域
に
お
け
る
首
長
墓
系
譜
変
動
の
画
期
と
古
墳
時
代
」

『
九
州
に
お
け
る
首
長
墓
系
譜
の
再
検
討
』
第
十
三
回
研
究
会
資
料
集 

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会　

二
〇
一
〇
年

　
　

久
住
猛
雄
「
土
師
器
」『
前
期
古
墳
の
再
検
討
』
第
九
回
研
究
会
資
料
集 

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会 

二
〇
〇
六
年

*
 

紀
要
執
筆
に
関
連
す
る
参
考
文
献
や
発
掘
調
査
報
告
書
の
一
部
に
つ
い
て
は 

　

紙
数
の
関
係
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

五
十
四
年
調
査
し
た
石
室
と
が
同
一
と
み
る
見
解
（
谷
口
一
九
九
三
年
）

と
、
別
の
石
室
と
み
る
意
見
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
者
の
意
見
に
従
う
。

　

藤
木
聡
「
第
Ⅶ
章
総
括
」（
野
首
第
一
遺
跡
）『
宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
』
第
八
六
集
宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
四
年

*

41*

45
今
塩
屋
二
〇
〇
六
年
参
照
。

*

42
桃
崎
祐
輔
「
馬
具
」
『
後
期
古
墳
の
再
検
討
』
第
十
一
回
研
究
会
資
料
集

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
二
〇
〇
八
年
。
な
お
、
宮
崎
県
内
出
土
の
古

墳
時
代
馬
具
の
集
成
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
宮
代
栄
一
氏
や
東
憲
章
氏

の
文
献
に
詳
し
い
。
宮
代
栄
一
「
宮
崎
県
出
土
の
馬
具
の
研
究
」『
九
州

考
古
学
』
第
七
〇
号 

九
州
考
古
学
会
一
九
九
五
年

　

東
憲
章
「
宮
崎
県
に
お
け
る
馬
具
と
そ
の
出
土
状
況
」『
日
韓
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム 

そ
れ
で
も
騎
馬
文
化
は
や
っ
て
き
た
』
宮
崎
県
立
西
都
原
考
古

博
物
館 

二
〇
〇
四
年

*

43
旧
四
九
号
墳
の
近
く
に
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
し
た
が
存
在
す
る
が
、
分

　
　

布
状
況
か
ら
み
る
と
旧
四
八
号
墳
か
ら
果
た
し
て
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土

　
　

し
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
な
る
。

*

44
藤
本
貴
仁
「
宮
崎
平
野
部
の
群
集—

横
穴
墓
を
中
心
と
し
て
」『
宮
崎
考
古
』

　
　

第
十
六
号 

宮
崎
考
古
学
会 

一
九
九
八
年　

*

46
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
、
宮
崎
県
出
土
の
装
飾
付
大
刀
の
動
向
を
簡
単

に
ま
と
め
て
お
く
。
装
飾
付
大
刀
は
柄
頭
だ
け
で
な
く
、
六
透
窓
の
鍔

や
金
銅
製
刀
装
具
を
含
め
る
な
ら
ば
二
十
例
を
超
え
る
。
最
近
で
は
え

び
の
市
島
内
地
下
式
横
穴
墓
よ
り
象
嵌
大
刀
が
出
土
し
た
。

　

装
飾
付
大
刀
の
保
有
者
は
、
有
力
首
長
層
の
み
な
ら
ず
、
高
塚
群
集

墳
や
横
穴
墓
と
い
っ
た
、
大
小
の
新
興
勢
力(

あ
ら
た
に
造
墓
可
能
と

な
っ
た
集
団)

の
上
位
層
も
含
ま
れ
る
。
畿
内
政
権
が
地
域
を
直
接
支
配

す
る
た
め
に
装
飾
付
大
刀
を
配
布
し
た
動
き
の
一
端
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

持
田
二
十
六
号
墳
の
三
葉
環
大
刀
、
亀
ノ
甲
一
号
墓
の
三
塁
環
大
刀
、「
百

塚
原
」
古
墳
出
土
の
鞍
橋
金
具
は
舶
載
品
と
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
と
の
交
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第１図　前方後円墳を含む古墳群の分布
（『宮崎県の歴史』より転載）

第２図　「児湯」地域の古墳と古墳群　　　
（『宮崎平野の古墳と古墳群』より転載）

第３図　持田古墳群の位置とその分布（『宮崎県史叢書　宮崎県前方後円墳集成』より転載）

持田台地

穴ノ谷地区の丘陵

東光寺地区の丘陵

中尾地区の丘陵
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第４図　持田古墳群の古墳分布［1］（旧番号）（『持田古墳群』より転載）

無号石室墳
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第５図　持田古墳群の古墳分布［2］（新番号）（『宮崎県史』資料編考古２より転載）

無号石室墳？
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第１表　内容の一部が判明した古墳一覧表（１）
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第２表　内容の一部が判明した古墳一覧表（２）

第６図　おもな前方後円墳の測量図（S=1/1500）
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第７図　出土遺物の実測図

　　第８図　柳沢一男氏による南九州の主要首長墳の編年
　　　　　　（『生目古墳群シンポジュウム ′99 報告書浮かび上がる宮崎平野の巨大古墳』より転載）
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